
全
日
中
事
務
局
だ
よ
り

◆
５
月
２０
日
（
木
）
全
日
本
中
学
校
長
会
会

館
及
び
各
基
地
局
で
令
和
３
年
度
第
７２
回
全

日
本
中
学
校
長
会
Ｗ
ｅ
ｂ
総
会
が
開
催
さ
れ

た
。
開
会
式
で
は
、
三
田
村
裕
会
長
の
挨
拶

に
続
き
、
退
任
さ
れ
た
役
員
の
方
々
に
表
彰

楯
が
贈
呈
さ
れ
た
。

【
表
彰
楯
受
領
の
方
々
】

令
和
２
年
度

第
７２
回
総
会
表
彰
楯
受
領
者
（
敬
称
略
）

三
田
村

裕
（
東
京
都

会

長
）

鎌
田

浩
志
（
北
海
道

副
会
長
）

和
田

正
教
（
北
海
道

理

事
）

竹
森

茂
雄
（
北
海
道

理

事
）

横
山

誠
之
（
青
森
県

副
会
長
）

菊
池

正
樹
（
岩
手
県

理

事
）

齋
藤

透
（
秋
田
県

理

事
）

中
里

寛
（
宮
城
県

理

事
）

�
橋

政
吉
（
山
形
県

理

事
）

山
川

明
宏
（
山
形
県
会
計
監
査
）

佐
藤

晃
（
福
島
県

理

事
）

小
野
瀬
繁
子
（
茨
城
県

理

事
）

初
谷

憲
一
（
栃
木
県

理

事
）

鈴
木

雅
浩
（
群
馬
県

理

事
）

清
野

定
信
（
埼
玉
県

理

事
）

横
山

昌
彦
（
千
葉
県

理

事
）

花
田

茂
（
東
京
都

理

事
）

今
井

勉
（
神
奈
川
県

理
事
）

長
沼

和
人
（
山
梨
県

理

事
）

北
澤

嘉
孝
（
長
野
県

理

事
）

佐
藤

幹
夫
（
新
潟
県

副
会
長
）

金
谷

真
（
富
山
県

副
会
長
）

濱
坂

昌
明
（
石
川
県

理

事
）

川
上

晋
（
福
井
県

理

事
）

七
野

武
稔
（
岐
阜
県

理

事
）

加
藤

博
之
（
愛
知
県

理

事
）

小
林

弘
明
（
三
重
県

理

事
）

中
村

俊
英
（
滋
賀
県

理

事
）

村
田

博
哉
（
京
都
府

理

事
）

�
元
伊
智
郎
（
大
阪
府

理

事
）

中
辻

幸
男
（
大
阪
府
会
計
監
査
）

柳
田

竜
一
（
兵
庫
県

理

事
）

上
田

薫
（
奈
良
県

理

事
）

楠
見

健
（
和
歌
山
県
副
会
長
）

松
岡

昭
長
（
鳥
取
県

理

事
）

堀
井

博
司
（
岡
山
県

理

事
）

舛
金

智
秋
（
広
島
県

理

事
）

厚
東

和
彦
（
山
口
県

副
会
長
）

宇
野

孝
一
（
山
口
県

Ｒ１．
理
事
）

久
保

博
紀
（
香
川
県

理

事
）

正
木

敬
造
（
高
知
県

理

事
）

湯
藤

義
文
（
徳
島
県

理

事
）

近
藤

結
香
（
愛
媛
県

副
会
長
）

�
畑

彦
（
福
岡
県

理

事
）

久
保

和
彦
（
佐
賀
県

理

事
）

城
山

昭
雄
（
長
崎
県

副
会
長
）

�
永

光
博
（
熊
本
県

理

事
）

渕
野

暢
浩
（
大
分
県

理

事
）

河
野

好
宏
（
宮
崎
県

理

事
）

大
久
保
哲
志
（
鹿
児
島
県

理
事
）

山
里

望
（
沖
縄
県

理

事
）

千
葉

千
恵
（
東
京
都
会
計
部
長
）

青
木
由
美
子
（
東
京
都
教
育
研
究
部
長
）

全
日
中
の
諸
活
動
を
通
し
て
、
日
本
の
中

学
校
教
育
の
充
実
・
発
展
に
貢
献
さ
れ
た
先

（４６）



生
方
に
、
全
国
の
会
員
の
皆
様
と
と
も
に
心

よ
り
感
謝
し
、
敬
意
を
表
し
た
い
。

表
彰
楯
贈
呈
に
続
き
、
文
部
科
学
大
臣

萩
生
田
光
一
様
、
全
国
都
道
府
県
教
育
委
員

会
連
合
会
会
長

藤
田
裕
司
様
、
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
齊
藤
正
富

予
算
対
策
部
長
が
代

読
し
た
。
ま
た
、
全
日
本
中
学
校
長
会
第
４２

代
会
長
山
本
聖
志
様
に
は
、
会
館
へ
直
接
お

い
で
に
な
り
激
励
の
挨
拶
を
い
た
だ
い
た
。

Ｗ
ｅ
ｂ
総
会
で
は
、全
て
の
案
件
が
承
認
・

可
決
さ
れ
、
令
和
３
年
度
全
日
本
中
学
校
長

会
会
長
に
、
宮
澤
一
則

東
京
都
板
橋
区
立
中

台
中
学
校
長（
前
総
務
部
長
）が
選
出
さ
れ
た
。

続
い
て
新
会
長
か
ら
三
田
村
裕
前
会
長
に
表

彰
楯
が
手
渡
さ
れ
、退
任
の
ご
挨
拶
が
あ
っ
た
。

午
後
に
は
、
文
部
科
学
省
初
等
中
等
教
育

局
長

瀧
本

寛
様
か
ら
「
当
面
す
る
初
等

中
等
教
育
に
お
け
る
諸
課
題
」
の
ご
講
演
に

引
き
続
き
、
教
育
課
程
課
長

滝
波
泰
様
、

情
報
教
育
・
外
国
語
教
育
課
長

今
井
裕
一

様
、
財
務
課
長

森
友
浩
史
様
、
児
童
生
徒

課
長

江
口
有
隣
様
、
ス
ポ
ー
ツ
庁
政
策
課

学
校
体
育

室
長

藤
岡
謙
一
様
か
ら
行
政

説
明
が
あ
っ
た
。

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
機
関
誌
中
学

校
８
月
号
に
て
ご
報
告
の
予
定
。

○
会
則
改
正
で
正
式
に
決
定
さ
れ
た
副
会
長

会
は
、
現
在
の
と
こ
ろ
第
１
回
副
会
長
会
は

６
月
９
日
（
水
）
１０
時
か
ら
１２
時
ま
で
予
定

さ
れ
、
そ
の
後
３
回
実
施
予
定
で
あ
る
。

○
臨
時
常
任
理
事
会
は
、
７
月
９
日
（
金
）

午
後
１
時
３０
分
〜
全
日
中
会
館
で
開
催
予
定

で
あ
る
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
収
束
せ
ず
、
全
日
中
会
館
へ
集
合
で
き
な

い
場
合
は
、
Ｗ
ｅ
ｂ
会
議
シ
ス
テ
ムZ

oom
に
よ
り
開
催
す
る
。

○
第
２
回
常
任
理
事
会
及
び
第
２
回
理
事
会

の
開
催
に
つ
い
て
は
、
開
催
場
所
が
静
岡
県

浜
松
市
に
な
る
。
そ
の
た
め
、
第
２
回
緊
急

対
策
本
部
会
議
（
７
月
１６
日
（
金
）
１４
時
〜

１６
時
予
定
）
で
検
討
す
る
こ
と
が
第
１
回
理

事
会
で
決
定
さ
れ
て
い
る
。
現
在
「
常
任
理

事
会
及
び
理
事
会
は
静
岡
県
浜
松
市
に
お
い

て
開
催
す
る
方
向
で
準
備
を
進
め
る
」
と

な
っ
て
い
る
。ま
た
、６
月
末
ま
で
参
加
申
し

込
み
期
限
が
あ
る
た
め
、
全
日
中
副
会
長
・

理
事
の
役
員
は
、「
現
地
参
加
」
で
の
申
し
込

み
を
し
、７
月
１６
日
決
定
の
結
果
を
待
っ
て
、

そ
の
後
キ
ャ
ン
セ
ル
な
ど
、
対
応
を
各
自
が

す
る
。（
キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
か
か
る
場
合
に
は

全
日
中
が
負
担
、
領
収
書
な
ど
支
払
い
証
明

書
を
保
管
し
、
後
に
全
日
中
事
務
へ
提
出
）。

○
各
地
区
中
学
校
会
の
開
催
に
つ
い
て
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
の
拡
大
の
た

め
、ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
型
オ
ン
ラ
イ
ン
形
式
に
よ

る
開
催
を
検
討
い
て
い
る
場
合
に
は
、
今
年

度Z
oom

・P
R
O

の
ラ
イ
セ
ン
ス
契
約
を
新

た
に
結
ん
だ
。
各
地
区
で
ご
利
用
に
な
り
た

い
場
合
に
は
早
め
に
ご
連
絡
を
く
だ
さ
い
。

会
員
訃
報

新
潟
市
立
岡
方
中
学
校
長

渡
邉

勝
様

五
十
七
歳

五
月
三
日

謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
、
御
冥
福
を

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
事
務
局
長

松
澤

宏
尚
）

（４７）


